
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１４日(月)に社会福祉協議会祁答院支所の主催でボランティア養成講座が開催されました。 

社会福祉協議会にはボランティア登録をしていただいた方と、支援を必要としている方とをマッチ

ングする窓口となるボランティアセンターがあるのを皆さんご存知でしょうか？ 

特に災害発生時にニュース等で『災害ボランティアセンター』の名前を耳にされる方も多いと思い

ます。今回の講座では、まず、ボランティアとは何か、また身近なボランティア活動の内容や地域の

現状等について教えていただきました。 

現在の黒木地区の高齢化率は４９．３％、超高齢社会にあり祁答院町全体でも高齢化率は４６．６％

だそうです。過疎・高齢化の中で、公助だけでは支えきれなくなることも考えられます。少しずつ地

域で支え、支えられ、上手に助け合いができるといいですよね。 

祁答院地域では年々ボランティア登録者の数も減少傾向にあるそうです。 

 

 

黒木地区コミ協だより            Ｎｏ９７ 

                                                   

 

   

 
★祁答院町の人口 男子 1,503人 女子 1,758 人  計 3,261 人 

★黒木地区の人口 男子 278 人 女子   363 人  計 641 人 （10 月１日現在） 

黒木地区コミュニティ協議会 

令和２年10月発行 

夏休みの最後の日曜日、８月３０日に黒木小学校の愛校作

業が行われＰＴＡ会員や児童の皆さんと共に地域からも多数

の方々が作業に参加され作業に汗を流してくださいました。 

作業終了後には児童の皆さんからお茶のおもてなしを受

け、児童代表のＴさんが作業に参加していただいた地域の方

に対し、お礼の言葉を述べてくれました。 

地域の皆さんにお礼の言葉を述べてくれるなど、良き交流

の場となりました。 

 

 

ボランティア養成講座開催 
 

黒木小学校「愛校作業」 

今年は新型コロナウイルス感染症の影響により校区合

同運動会は実施できませんでしたが、きれいになって新学

期を迎えた学校には、元気に頑張る子供たちの声が明るく

響いています。作業に参加して 

いただいた地域の皆様ありがと 

うございました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区コミュニティ協議会 「第１回役員会」 

９月２９日(火)にコロナウイルス感染症の影響で開催を見合わせていた第 1 回の役員会を行い、これ

までの経過報告と今後の行事の開催などについて協議しました。コロナウイルス感染症の流行・クラス

ター発生等の状況により再度開催について検討する場合もありますが、今後の開催等について決定した

行事は次のとおりです。開催内容等の詳細につきましては別途ご案内いたします。 

 

 

 

ボランティアというと少し身構えてしまうかもしれませんが、普段何気なく皆さんがされているご

近所さんへの声掛けや見守りなども身近なボランティアです。 

 

 

開催決定   

〇 コミセン年末清掃 １２月２０日(日) 

〇 文化財清掃 １２月中 

〇 ふるさと歩こう大会 １月１７日(日) 

〇 丸木橋周辺草払い １月下旬 

〇 木場の棚田保全作業 ２月上旬 

〇 ゴールド集落一人暮らし見守り事業 ２月１４日(日) 

〇 春季グラウンドゴルフ大会 ３月７日(日) 

〇 第３回コミ協運営委員会 ３月中旬～下旬 

 
 中止決定 

〇 第２回コミ協運営委員会  

〇 黒木の暮れ市 

〇 生涯学習講演会 

 

 

 検討または調整中 

〇 新年式 

〇 消防団感謝の集い 

〇 女性学級 

〇 男の料理教室 

 

 

※いむた池外輪山登山大会・祁答院地域

一周駅伝大会につきましては既に主催者

側から大会中止の案内がありました。 

 

 

地区で保全活動を行っている『木場の棚田』は薩摩

川内市の景観重要資産第９号に指定されており、美

しい景観が地域の皆さん 

の努力により残されてい 

ます。機会がありました 

ら足を運ばれてみては 

いかがでしょうか。 

木場の棚田 

災害発生時はもちろんのこと、日常生活でも困っている人がい

たら、自分ができる事を、できる時に、無理なく、できる範囲で

活動を行える人が増えると、今まで本当に困っていても「助けて」

と言えなかった人の声に気付けるかもしれません。ボランティア

活動に興味がある方、話を聞いてみたいと思われる方は黒木地区

コミュニティセンター、または祁答院保健センター内にある社会

福祉協議会へお気軽にお問い合わせください。 

 

  

 

 


